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○

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

被
保
険
者
（
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で

５

被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
外
来
療
養
（
法
第
六
十
三
条
第

あ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
外
来
療
養
（
法
第
六

一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療

十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に

養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
並
び
に
第
四
十
二
条
第
六
項
第

掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
並
び
に
第
四
十
二
条

三
号
、
第
七
項
第
三
号
及
び
第
八
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。

第
六
項
第
三
号
、
第
七
項
第
三
号
及
び
第
八
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
同
一

に
限
る
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
第
三
項
第
一

者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る
第

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
ご
と
に

三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と

該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
の

き
は
、
当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除

合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

し
た
額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
四
十
二
条

第
四
十
一
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

第
四
十
二
条

第
四
十
一
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の

あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の

あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
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地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市

町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法

町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法

第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
四
十
三

第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
四
十
三

条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村

条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市

に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市

町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者

町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者

を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保

を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保

険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保
護

険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保
護

者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を
い
う
。
第
三

者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を
い
う
。
第
三

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及
び
第
三

の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及
び
第
三

号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
四
十
一
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

３

第
四
十
一
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四

百
円
と
す
る
。

百
円
と
す
る
。

二

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又
は

そ
の
被
扶
養
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
三
項
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千

円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

○ 健康保険法施行令（大正十五年勅令第二百四十三号）（抄）（第一条関係）
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額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十

四
万
百
円
と
す
る
。

三

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満

の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
四
十
一

条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

四

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療

二

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
ニ
の
規

養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は

定
が
適
用
さ
れ
る
者

八
万
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び

そ
の
被
扶
養
者

八
万
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二

第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か

が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二

ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

四
百
円
と
す
る
。

円
と
す
る
。
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五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又

は
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働

は
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（

前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

六

被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
全
て
が
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る

四

被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
全
て
が
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る

年
度
（
療
養
の
あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

年
度
（
療
養
の
あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に

前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に

よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
。
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て

よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
。
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額

同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額

及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号

及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号

）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第

）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第

三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い

三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い

て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」

た
だ
し
、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」

と
あ
る
の
は
「
八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た

と
あ
る
の
は
「
八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た

総
所
得
金
額
と
す
る
。
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ

総
所
得
金
額
と
す
る
。
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
地
方
税

。
）
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
地
方
税

法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当

法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当

所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十

所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十

五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法

五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法

附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等

附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等

の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の

の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の

金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十

金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十

三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四

三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四

条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第

条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第

三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地

る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
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方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（

方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（

租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十

租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十

四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、

四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、

第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は

第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は

、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方

短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方

税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲

税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲

渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適

渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条

の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第

（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第

十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適

十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適

用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物

用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物

取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七

取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七

項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居

項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居

住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関

住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同

法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（

含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（

同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施

を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施

に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定

す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

配
当
等
の
額
を
い
う
。
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ

配
当
等
の
額
を
い
う
。
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
が
な
い
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
っ
た
月

。
）
が
な
い
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
っ
た
月

に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号

に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者

○ 健康保険法施行令（大正十五年勅令第二百四十三号）（抄）（第一条関係）
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ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

一
万
五
千
円

を
除
く
。
）

一
万
五
千
円

４

第
四
十
一
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

４

第
四
十
一
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第

（
新
設
）

四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二

万
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四

（
新
設
）

項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら
二
十

七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円

と
す
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に

規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三

万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三

万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三

万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
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に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

５

第
四
十
一
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

５

第
四
十
一
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ

る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「

る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「

七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は

七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は

、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

二

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

二

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

三

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

６

第
四
十
一
条
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

６

第
四
十
一
条
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

対
象
療
養
で
あ
っ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
八
千
円
（
七
十
五

対
象
療
養
で
あ
っ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
四
千
円
（
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
九
千
円
）

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
七
千
円
）

７

第
四
十
一
条
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

７

第
四
十
一
条
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
っ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

療
養
で
あ
っ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

（
新
設
）

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
十
二
万
六
千
三
百

円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養

に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
十
二
万
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万

二
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到

（
新
設
）

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
七
百
円
）

と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
十
七
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八

千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
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あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
四
十
一

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
四
十
一

条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付

条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十

当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十

六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
満

て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
満

た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除

た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

ヘ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
っ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者

療
養
で
あ
っ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
（
七
十
五

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ

る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

○ 健康保険法施行令（大正十五年勅令第二百四十三号）（抄）（第一条関係）
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ロ

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

ハ

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

８

（
略
）

８

（
略
）

９

第
四
十
一
条
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

９

第
四
十
一
条
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
四
十
一
条
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
四
十
一
条
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た

者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
国
が
費
用
を
負
担
す
べ
き
療
養
に

者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
国
が
費
用
を
負
担
す
べ
き
療
養
に

係
る
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
療
養
を
受
け
た

係
る
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
療
養
を
受
け
た

者
を
除
く
。
）

二
万
円

者
を
除
く
。
）

二
万
円

（
略
）

（
略
）

10

10

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
三
条

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
一
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険

第
四
十
三
条

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
一
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険

薬
局
若
し
く
は
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診

薬
局
若
し
く
は
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診

療
所
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機

療
所
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機

関
等
」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
か
ら
療
養
を
受
け
た

関
等
」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
か
ら
療
養
を
受
け
た

場
合
に
お
い
て
、
法
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併

場
合
に
お
い
て
、
法
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併

用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
八
十
六
条
第

用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
八
十
六
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
の
適

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
五
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に

用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に

つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た

つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た

額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護

額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護

療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
八
十
八
条
第
六
項

療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
八
十
八
条
第
六
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係

る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費

る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費

○ 健康保険法施行令（大正十五年勅令第二百四十三号）（抄）（第一条関係）
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の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。

の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
保
険
者
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項

）
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
保
険
者
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項

及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当

及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当

該
一
部
負
担
金
の
額
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費

該
一
部
負
担
金
の
額
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費

負
担
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

負
担
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
を
控
除
し
た
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定

る
額
を
控
除
し
た
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定

訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

二

第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ

ま
で
に
定
め
る
額

ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当

（
新
設
）

該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

（
新
設
）

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
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ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（

こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は

、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十

二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の

六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額

当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

二
万
四
千
六
百
円

者

二
万
四
千
六
百
円

ヘ

前
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

一
万
五
千
円

者

一
万
五
千
円

三

第
四
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

三

第
四
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ

ま
で
に
定
め
る
額

ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
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円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
当
該

（
新
設
）

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

（
新
設
）

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら

二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に

者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十

は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額

三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ

こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
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が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は

、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

一
万
二
千
三
百
円

者

一
万
二
千
三
百
円

ヘ

前
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

七
千
五
百
円

者

七
千
五
百
円

四

第
四
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

四

第
四
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ

め
る
額

ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
八
千
円

イ

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者

八
千
円

者

八
千
円

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

12

12

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
四
十
三
条
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用

第
四
十
三
条
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ

か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な

か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
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し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が

し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が

課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村

課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村

民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期

民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期

日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う

日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う

。
次
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
（
第
二
号
及
び
第

。
次
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
（
第
二
号
及
び
第

三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
七

（
新
設
）

十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に

お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る

月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

二
百
十
二
万
円

三

第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

（
新
設
）

五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
も
の

百
四
十
一
万
円

四

第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
七

五
十
三
万
円
未
満
の
も
の

六
十
七
万
円

十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七
万
円

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る

る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

六

被
保
険
者
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

四

被
保
険
者
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が
基
準
日
の
属
す
る
年

る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が
基
準
日
の
属
す
る
年

度
の
前
年
度
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三

度
の
前
年
度
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は

十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は

、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定

、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総

に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十

二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

○ 健康保険法施行令（大正十五年勅令第二百四十三号）（抄）（第一条関係）
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さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
保
険
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲

さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
保
険
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円

）

十
九
万
円

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
四
条

第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
（
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

第
四
十
四
条

第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
（
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

で
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
三
項
第
二
号
、
第
四
項
第
二
号

、
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
七
項
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
及
び

、
第
五
項
第
二
号
、
第
七
項
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
、
第
二
号
ロ
及
び
第
三

第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
、
第
九
項
第
二
号
並
び
に
第
十
項
に
係
る
部
分
を
除

号
ロ
、
第
九
項
第
二
号
並
び
に
第
十
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
四

く
。
）
及
び
第
四
十
三
条
（
第
一
項
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か

十
三
条
（
第
一
項
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
、
第
二
号
ロ
、
第
三
号
ロ
及
び
第

ら
ニ
ま
で
及
び
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は

四
号
ロ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る

、
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四

５

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四

号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

（
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

（
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
二
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
基
準
日
に
お
い
て

く
。
）
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
基
準
日
に
お
い
て
日
雇
特
例
被
保
険

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
る
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
に
係
る
高
額

者
で
あ
る
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
に
係
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費

介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）
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○

船
員
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

被
保
険
者
（
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で

５

被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
外
来
療
養
（
法
第
五
十
三
条
第

あ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
外
来
療
養
（
法
第
五

一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号

十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
療
養
（
同

に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
並
び
に
第
九
条
第

項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
並
び
に

六
項
第
三
号
、
第
七
項
第
三
号
及
び
第
八
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

第
九
条
第
六
項
第
三
号
、
第
七
項
第
三
号
及
び
第
八
項
第
三
号
に
お
い
て
同

限
る
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

じ
。
）
に
限
る
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の

が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療
養
に
係
る

被
扶
養
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該
療

第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
当
該
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶

養
に
係
る
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
当
該
被
保
険
者
又
は

養
者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る

そ
の
被
扶
養
者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額

と
き
は
、
当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基

除
し
た
額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

準
額
を
控
除
し
た
額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
九
条

第
八
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

第
九
条

第
八
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の

あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の

あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市

○ 船員保険法施行令（昭和二十八年政令第二百四十号）（抄）（第二条関係）
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町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法

町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法

第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
十
二
条

第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
十
二
条

第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
（
特
別

第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
（
特
別

区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民

当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く

。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
若

。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
若

し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
（
生

し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
（
生

活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を
い
う
。
第
三
項
に
お

活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を
い
う
。
第
三
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該

い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該

当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数

げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数

回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
八
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

３

第
八
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

百
円
と
す
る
。

百
円
と
す
る
。

二

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又
は

そ
の
被
扶
養
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）

か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（

こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
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十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万

百
円
と
す
る
。

三

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満

の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第

三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ

き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十

五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

四

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

二

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
七
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ニ
の

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は

規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

八
万
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第

そ
の
被
扶
養
者

八
万
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に

二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二

額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら

十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六

二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と

百
円
と
す
る
。

す
る
。

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
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は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働

は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（

前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

六

被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
全
て
が
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る

四

被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
全
て
が
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る

年
度
（
療
養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

年
度
（
療
養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に

前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に

よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
。
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。

よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
。
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山

）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山

林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二

林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二

条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第
三
十
五

条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、

条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し

同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し

、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」
と
あ
る

、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」
と
あ
る

の
は
「
八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
総
所
得

の
は
「
八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
総
所
得

金
額
と
す
る
。
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
他

金
額
と
す
る
。
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
他

の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
地
方
税
法
附
則
第
三
十

の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
地
方
税
法
附
則
第
三
十

三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額

三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額

（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の

（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三

条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法

条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法

附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特

附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特

別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一

別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項

、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二

、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二

第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所

規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所

得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第

得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第

三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置

三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
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法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第

一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規

一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得

定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得

の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三

の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三

十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金

十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金

額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五

に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五

項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第

項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第

三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く

三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く

は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）

は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）

、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑

、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑

所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適

所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得

に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第

和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第

五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条

定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条

第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税

規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税

法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四

法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四

年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を

利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を

い
う
。
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
な
い
被
保
険
者

い
う
。
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
な
い
被
保
険
者

若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で

若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で

あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者

あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者

若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除

若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

一
万
五

く
。
）

一
万
五
千
円

千
円
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４

第
八
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

４

第
八
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
八
条
第
四
項

（
新
設
）

に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四

十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千

円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に

（
新
設
）

規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十

七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら
二
十
七
万

九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す

る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定

す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三

千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三

千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三

千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
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で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と

、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と

す
る
。

す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

５

第
八
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

５

第
八
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療

養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到

養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到

達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号

達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

二

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

二

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

三

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

６

第
八
条
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

６

第
八
条
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
八
千
円
（
七
十
五

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
四
千
円
（
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
九
千
円
）

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
円
）

７

第
八
条
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

７

第
八
条
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
八
千
八
百
円
）
。

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
八
千
八
百
円
）
。
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た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

（
新
設
）

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
六
千
三
百

円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
十
二
万
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千

円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到

（
新
設
）

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
八
万
三
千
七
百
円
）

と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
五
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
七
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
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る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
八
条
第

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
八
条
第

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万

七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は

七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は

、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な

、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な

い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た

い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

ヘ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
（
七
十
五

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
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る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

ハ

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

８

（
略
）

８

（
略
）

９

第
八
条
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

９

第
八
条
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ

養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
）
と
す
る
。

て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
八
条
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
者
及

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
八
条
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養
を
受
け
た
者
及

び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
九

び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
九

項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に
係
る
療
養
を
受

項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に
係
る
療
養
を
受

け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

（
略
）

（
略
）

10

10

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
十
条

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
一
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局

第
十
条

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
一
の
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局

若
し
く
は
法
第
五
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
法
第
五
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所

若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
等

若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
等

」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
療
養
を
受
け
た

」
と
総
称
す
る
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
療
養
を
受
け
た

場
合
に
お
い
て
、
法
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併

場
合
に
お
い
て
、
法
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
一
部
負
担
金
、
保
険
外
併

用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
六
十
三
条
第

用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
六
十
三
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し

合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し

た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。

た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担

以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
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額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
六
十
五
条
第
六
項
の
規
定
の
適

額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
六
十
五
条
第
六
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問

用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問

看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除

看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除

し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が

し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が

行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
協
会
は
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第

行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
協
会
は
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第

五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額

五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額

、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各

、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額

の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に

の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に

支
払
う
も
の
と
す
る
。

支
払
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の

二

第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で

に
定
め
る
額

に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当

（
新
設
）

該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

（
新
設
）

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
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十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら

五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六

二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の

万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千

四
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
四
千
六
百
円

二
万
四
千
六
百
円

ヘ

前
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一
万
五
千
円

一
万
五
千
円

三

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の

三

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
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に
定
め
る
額

に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
当
該

（
新
設
）

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

（
新
設
）

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら
二

十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四

万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三

は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
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万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一
万
二
千
三
百
円

一
万
二
千
三
百
円

ヘ

前
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

七
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四

第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の

四

第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次
の

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で

額

に
定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
八
千
円

イ

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

八
千
円

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

12

12

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
十
二
条

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。

第
十
二
条

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。

）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、

）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）
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五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ

か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な

か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な

し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が

し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が

課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村

課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村

民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期

民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期

日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う

日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う

。
次
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
（
第
二
号
及
び
第

。
次
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
（
第
二
号
及
び
第

三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
七

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
七

十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五

（
新
設
）

十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に

お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
基
準
日
の
属
す
る

月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

二
百
十
二
万
円

三

第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

（
新
設
）

五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
も
の

百
四
十
一
万
円

四

第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五

五
十
三
万
円
未
満
の
も
の

六
十
七
万
円

十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七
万
円

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
（
前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る

る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

六

被
保
険
者
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

四

被
保
険
者
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が
基
準
日
の
属
す
る
年

る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が
基
準
日
の
属
す
る
年

度
の
前
年
度
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三

度
の
前
年
度
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は

十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は

、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定

、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
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に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総

に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十

二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
保
険
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲

さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
保
険
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円

）

十
九
万
円

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）
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○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
十
一
条
の
三
の
三

（
略
）

第
十
一
条
の
三
の
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

組
合
員
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ

５

組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か

る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
法
第
五
十
四
条
第
一
項

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
と
併
せ
て
行

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
と

う
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
「
外
来
療
養
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た

併
せ
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
「
外
来
療
養
」
と
い
う
。
）

場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
同
一
の
月

れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
外
来
療
養
に
係
る
第
三
項
第
一
号
及
び
第

に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
外
来
療
養
に
係
る
第
三
項
第
一

二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
ご
と
に

合
算
し
た
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
そ
れ

そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、

ぞ
れ
合
算
し
た
金
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
の
合

当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
金
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

金
額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
十
一
条
の
三
の
五

第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準

第
十
一
条
の
三
の
五

第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額

と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療

養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）

養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
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分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ

分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ

る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、

る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、

同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
十

同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
十

一
条
の
三
の
六
の
三
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い

一
条
の
三
の
六
の
三
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い

者
（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定

者
（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と

し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を

し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を

有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
に

で
あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
に

お
い
て
要
保
護
者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者

お
い
て
要
保
護
者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者

を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で

を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高

び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る

。

。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

３

第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

百
円
と
す
る
。

百
円
と
す
る
。

二

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
組
合
員
又
は

そ
の
被
扶
養
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に

つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四

万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
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じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

三

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未

満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条

の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す

る
。

四

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

二

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
又
は
第
五
十
七
条
第
二
項
第
一
号
ニ
の

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は

規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

八
万
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
第

そ
の
被
扶
養
者

八
万
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
及

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き

び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省

財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七

そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）

千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金

得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、

と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
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げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は

療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で

療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
三
号
又

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
号
又
は

は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

六

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号

四

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
。

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
。

）
に
相
当
す
る
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者

）
に
相
当
す
る
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者

で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の

で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の

被
扶
養
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

一
万

被
扶
養
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

一
万
五
千
円

五
千
円

４

第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

４

第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三

（
新
設
）

の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四

十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の

金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額

と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の

（
新
設
）

三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
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額
が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら

二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（

そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第

四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め

四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら

十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら

十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額

十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額

（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

５

第
十
一
条
の
三
の
三
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

５

第
十
一
条
の
三
の
三
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
同
条
第
四
項
各

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
同
条
第
四
項
各

号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
一
項
第

号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
一
項
第

一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る

一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

金
額
）
と
す
る
。

金
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

二

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

二

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

三

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円
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６

第
十
一
条
の
三
の
三
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

６

第
十
一
条
の
三
の
三
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
八
千
円
（
七
十
五

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
四
千
円
（
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
九
千
円
）

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
円
）

７

第
十
一
条
の
三
の
三
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

７

第
十
一
条
の
三
の
三
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
へ
ま
で
に
定
め
る
金
額

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

（
新
設
）

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
六
千
三
百

円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
十
二
万
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十

四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ

の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（

七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
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十
円
）
と
す
る
。

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到

（
新
設
）

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
八
万
三
千
七
百
円
）

と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
七
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五

万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の

金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七

十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千

五
百
円
）
と
す
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
十
一
条

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
十
一
条

の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定

の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

二
十
六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

二
十
六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）

あ
つ
て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を

に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
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五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養

る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円

）
と
す
る
。

）
と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

ヘ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到
達

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額
（
七
十

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定

五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）

ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

ハ

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

８

第
十
一
条
の
三
の
三
第
八
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

８

第
十
一
条
の
三
の
三
第
八
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）
と
す
る
。

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

９

第
十
一
条
の
三
の
三
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

９

第
十
一
条
の
三
の
三
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到
達

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に

二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）
と
す
る
。

二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

(

略)

二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
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す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
十
一
条
の
三
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養
を

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
十
一
条
の
三
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養
を

受
け
た
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四

受
け
た
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四

十
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に
係

十
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に
係

る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

（
略
）

（
略
）

10

10

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
十
一
条
の
三
の
六

組
合
員
が
同
一
の
月
に
一
の
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第

第
十
一
条
の
三
の
六

組
合
員
が
同
一
の
月
に
一
の
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第

二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項

二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
第
二
号
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
五

及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
第
二
号
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
五

十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
及

十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
及

び
第
六
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
療
養
を

び
第
六
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
療
養
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金

（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該

（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該

減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用

減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用

療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
五
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
五
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
五
十
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け

第
五
十
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の

る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の

額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下
こ

額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療
養

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療
養

費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算

に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算

定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い

定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か

う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か

つ
た
と
き
は
、
組
合
は
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第

つ
た
と
き
は
、
組
合
は
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第

五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額

五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額

、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各

、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
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金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
第
二
号
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事

金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
第
二
号
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事

業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

二

第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
金
額

か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当

（
新
設
）

該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は

、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十

四
万
百
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

（
新
設
）

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十

六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五

万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万

八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
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金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十

定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円

六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一

に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が

、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

円
と
す
る
。

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二

万
四
千
六
百
円

万
四
千
六
百
円

ヘ

前
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

万
五
千
円

万
五
千
円

三

第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

三

第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
金
額

か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
当
該

（
新
設
）

療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養

に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
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、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円

と
す
る
。

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

（
新
設
）

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

万
三
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
七
万

九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら
二
十
七
万
九

千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四

つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五

十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に

百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万

金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

二
千
二
百
円
と
す
る
。
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の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

万
二
千
三
百
円

万
二
千
三
百
円

ヘ

前
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

七

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

七

千
五
百
円

千
五
百
円

四

第
十
一
条
の
三
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

四

第
十
一
条
の
三
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は

場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

ロ
に
定
め
る
金
額

か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
八
千
円

イ

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

千
円

千
円

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

14

14

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
十
一
条
の
三
の
六
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い

第
十
一
条
の
三
の
六
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基

で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基

準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市

準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市

町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民

当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
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税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く

。
）
を
い
う
。
次
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
組
合
員
（
第
二

。
）
を
い
う
。
次
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
組
合
員
（
第
二

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五

（
新
設
）

十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に

お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る

月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

二
百
十
二
万
円

三

第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

（
新
設
）

が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
も
の

百
四
十
一
万
円

四

第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五

が
五
十
三
万
円
未
満
の
も
の

六
十
七
万
円

十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七
万
円

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
（
前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
（
前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者

者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

六

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に

四

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に

相
当
す
る
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十

相
当
す
る
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円

九
万
円

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）
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○

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
一
部
負
担
金
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

（
一
部
負
担
金
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

第
二
十
七
条
の
二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
額

第
二
十
七
条
の
二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
額

の
算
定
は
、
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療

の
算
定
は
、
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療

養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ

養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
前
々
年
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
得
に
つ
い
て
行
う

て
は
、
前
々
年
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
得
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け

も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け

る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
世
帯
主
で
あ

る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
世
帯
主
で
あ

つ
て
、
同
日
現
在
に
お
い
て
当
該
世
帯
主
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
年
齢
十

つ
て
、
同
日
現
在
に
お
い
て
当
該
世
帯
主
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
年
齢
十

九
歳
未
満
の
被
保
険
者
で
同
年
の
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十

九
歳
未
満
の
被
保
険
者
で
同
年
の
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十

二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。
）
が
三
十
八

二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。
）
が
三
十
八

万
円
以
下
で
あ
る
も
の
（
第
二
号
に
お
い
て
「
控
除
対
象
者
」
と
い
う
。
）

万
円
以
下
で
あ
る
も
の
（
第
二
号
に
お
い
て
「
控
除
対
象
者
」
と
い
う
。
）

を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る

を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る

額
を
控
除
し
た
額
）
と
す
る
。

額
を
控
除
し
た
額
）
と
す
る
。

一

当
該
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
地
方

一

当
該
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
。
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第

含
む
。
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
四
号
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第

三
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一

三
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区

項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区

分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項

分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項

に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三

に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三

十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に

に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に

規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条

規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
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第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の

項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の

三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ

十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ

り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控

り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控

除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項

除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項

に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の

に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の

四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二

四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二

第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十

第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十

六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り

六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り

同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除

同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五

項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第

項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第

三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用

三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用

後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の

六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規

六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三

十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（

十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（

同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主

は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主

義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六

第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法

第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い

第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
特
例

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
特
例
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適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法

適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法

及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十

及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十

六
号
。
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
一
号
に
お
い
て
「
租
税
条
約
等
実
施

六
号
。
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
一
号
に
お
い
て
「
租
税
条
約
等
実
施

特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を

利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を

い
う
。
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
、
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三

い
う
。
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
四
号
、
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三

項
第
六
号
並
び
に
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
お
い

項
第
四
号
並
び
に
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
合
計
額
か
ら
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
各
号

て
同
じ
。
）
の
合
計
額
か
ら
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
各
号

及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
後
の
金
額

及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
後
の
金
額

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
二
十
九
条
の
二

（
略
）

第
二
十
九
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

被
保
険
者
（
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で

５

被
保
険
者
が
療
養
（
外
来
療
養
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

あ
る
場
合
を
除
く
。
）
が
療
養
（
外
来
療
養
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一

四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う

く
。
）
を
い
う
。
次
条
並
び
に
第
二
十
九
条
の
三
第
七
項
第
三
号
及
び
第
八

も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
並
び
に
第
二
十
九
条
の
三
第
七
項
第
三
号

項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当

及
び
第
八
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お

該
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受
け
た
当
該

い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
に
つ
い
て
受

療
養
に
係
る
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
当
該
被
保
険
者
ご

け
た
当
該
療
養
に
係
る
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
当
該
被

と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は

保
険
者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え

、
当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

る
と
き
は
、
当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

控
除
し
た
額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）
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第
二
十
九
条
の
三

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は

第
二
十
九
条
の
三

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

す
る
。

す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者

五

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者

の
全
て
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療
養
の
あ
つ

の
全
て
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療
養
の
あ
つ

た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方

た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得

含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得

割
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
一
項
第
五
号
に

割
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
一
項
第
五
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
場
合
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と

お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
場
合
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
者
の
い
ず
れ

こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
者
の
い
ず
れ

か
が
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を

か
が
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を

有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
第
四
項
第
五
号
に
お
い
て
「
市
町
村

有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
「
市
町
村

民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
い
う
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し

民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
い
う
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し

、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と

、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と

す
る
。

す
る
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

４

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
万
七
千
六
百

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
万
七
千
六
百

円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四

円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
と
す
る
。

千
四
百
円
と
す
る
。

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同

（
新
設
）

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
場
合

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
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め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八

十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と

す
る
。

三

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同

（
新
設
）

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百
九
十
万
円
未
満
の

も
の
で
あ
る
場
合

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万

八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は

、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

四

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
場
合

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

八
万
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

八
万
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万

万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七

七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千

千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
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と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

。

五

（
略
）

三

（
略
）

六

第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ

四

第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ

及
び
ロ
に
定
め
る
者
の
全
て
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度

及
び
ロ
に
定
め
る
者
の
全
て
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度

（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三

前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三

百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る

百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る

所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（

所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（

同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者

同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算

万
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算

定
し
た
総
所
得
金
額
と
す
る
。
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三
項
第
六
号
に

定
し
た
総
所
得
金
額
と
す
る
。
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三
項
第
四
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金

お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金

額
が
な
い
場
合

一
万
五
千
円

額
が
な
い
場
合

一
万
五
千
円

５

第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

５

第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
二
十
九
条

（
新
設
）

の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら

四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
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だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と

す
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の

（
新
設
）

二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か

ら
二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額

。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千

五
百
円
と
す
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

四
万
五
十
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

四
万
五
十
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第

四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定

四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か

が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か

ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（

ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（

こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
と
す
る
。

千
二
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
二
千
三
百
円

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
二
千
三
百
円

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

七
千
五
百
円

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

七
千
五
百
円

６

第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

６

第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
条
第
四
項
各

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
同
条
第
四
項
各

号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
に
お

号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
に
お

い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
あ

い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
あ
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つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る

つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る

。

。

一

第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
八
千
円

一

第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
四
千
円

（
削
る
）

二

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

五
万
七
千
六
百
円

二

第
四
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

八
千
円

三

第
四
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

八
千
円

７

第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

７

第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
八
千
円
（
七
十
五

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
四
千
円
（
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
九
千
円
）

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
円
）

８

第
二
十
九
条
の
二
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

８

第
二
十
九
条
の
二
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
区

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

二
十
五
万
二
千
六
百
円
（
七
十
五

（
新
設
）

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
六
千
三

百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
十
二
万
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八

十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

○ 国民健康保険法施行令（昭和三十三年政令第三百六十二号）（抄）（第四条関係）



- 55 -

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

ハ

第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

十
六
万
七
千
四
百
円
（
七
十
五
歳

（
新
設
）

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
八
万
三
千
七
百
円

）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額

に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
七
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ハ
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十

五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ニ

第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

ロ

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
二
十

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
二
十

九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
二
十
六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

が
二
十
六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。

に
あ
つ
て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円

）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
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を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到

ハ

第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

ヘ

第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時

ニ

第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
に
二

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

で
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
）

イ

第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
八
千
円

イ

第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

五
万
七
千
六
百
円

ロ

第
四
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

八
千
円

ハ

第
四
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

八
千
円

９

第
二
十
九
条
の
二
第
八
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

９

第
二
十
九
条
の
二
第
八
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者
（
七
十
歳

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者
（
七
十
歳

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
二
十
九
条
の
二
第
八
項
に
規

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
二
十
九
条
の
二
第
八
項
に
規

定
す
る
療
養
を
受
け
た
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険

定
す
る
療
養
を
受
け
た
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険

法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
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め
る
疾
病
に
係
る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

め
る
疾
病
に
係
る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は

第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は

10

10

同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の

同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の

七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
対
す
る
第
一

七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
対
す
る
第
一

項
第
五
号
及
び
第
四
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
五

項
第
五
号
及
び
第
四
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
五

号
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
第
四
項
第
五
号
に
お
い

号
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
第
四
項
第
三
号
に
お
い

て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
」
と
あ
る
の
は
「
）
又
は
都
道
府
県
等
が
行

て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
」
と
あ
る
の
は
「
）
又
は
都
道
府
県
等
が
行

う
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
並
び
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
及
び
第

う
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
並
び
に
当
該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
及
び
第

二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
以

二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
」
と
い
う
。
）
の
全
て
に
つ

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
」
と
い
う
。
）
の
全
て
に
つ

い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
一

い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
一

月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
同
条

月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
同
条

第
五
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総

第
五
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る

所
得
の
金
額
（
第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保

所
得
の
金
額
（
第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保

険
者
等
又
は
同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以

険
者
等
又
は
同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以

後
の
最
初
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
に

後
の
最
初
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
に

所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場

所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

つ
て
計
算
し
た
金
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る

つ
て
計
算
し
た
金
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る

。
）
の
合
算
額
が
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額

。
）
の
合
算
額
が
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額

に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合

に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合

計
数
に
五
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合

計
数
に
五
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合

（
第
四
項
第
五
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
又
は
特
例
対
象
被

（
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
又
は
特
例
対
象
被

保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
」
と
、
第
四
項
第
五
号
中
「
の
場
合
」
と
あ

保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
」
と
、
第
四
項
第
三
号
中
「
の
場
合
」
と
あ

る
の
は
「
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
の
場
合
」
と
す

る
の
は
「
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
の
場
合
」
と
す

る
。

る
。

（
略
）

（
略
）

11

11
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一
の
月
に
お
い
て
、
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者

一
の
月
に
お
い
て
、
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者

12

12

（
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
限
る
。
）
が
、
月
の

（
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
限
る
。
）
が
、
月
の

初
日
以
外
の
日
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
内
の
他
の
市
町

初
日
以
外
の
日
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
内
の
他
の
市
町

村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
に
至
り
、
継
続
し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る

村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
に
至
り
、
継
続
し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
当
該
月
に
受
け
た
療
養
に
係
る
高
額
療
養
費

健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
当
該
月
に
受
け
た
療
養
に
係
る
高
額
療
養
費

算
定
基
準
額
に
対
す
る
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
適

算
定
基
準
額
に
対
す
る
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
四
項
第
一

（
略
）

（
略
）

第
四
項
第
一

（
略
）

（
略
）

号
た
だ
し
書

号
た
だ
し
書

第
四
項
第
二

二
十
五
万
二
千
六
百
円

十
二
万
六
千
三
百
円

（
新
設
）

号

八
十
四
万
二
千
円

四
十
二
万
千
円

第
四
項
第
二

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

（
新
設
）

号
た
だ
し
書

第
四
項
第
三

十
六
万
七
千
四
百
円

八
万
三
千
七
百
円

（
新
設
）

号

五
十
五
万
八
千
円

二
十
七
万
九
千
円

第
四
項
第
三

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

（
新
設
）

号
た
だ
し
書
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第
四
項
第
四

（
略
）

（
略
）

第
四
項
第
二

八
万
百
円

四
万
五
十
円

号

号

（
略
）

（
略
）

二
十
六
万
七
千
円

十
三
万
三
千
五
百
円

第
四
項
第
四

（
略
）

（
略
）

第
四
項
第
二

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

号
た
だ
し
書

号
た
だ
し
書

第
四
項
第
五

（
略
）

（
略
）

第
四
項
第
三

二
万
四
千
六
百
円

一
万
二
千
三
百
円

号

号

第
四
項
第
六

（
略
）

（
略
）

第
四
項
第
四

一
万
五
千
円

七
千
五
百
円

号

号
た
だ
し
書

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
五
項
第
一

（
略
）

（
略
）

第
五
項
第
一

（
略
）

（
略
）

号
た
だ
し
書

号
た
だ
し
書

第
五
項
第
二

十
二
万
六
千
三
百
円

六
万
三
千
百
五
十
円

（
新
設
）

号

四
十
二
万
千
円

二
十
一
万
五
百
円

第
五
項
第
二

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

（
新
設
）

号
た
だ
し
書

第
五
項
第
三

八
万
三
千
七
百
円

四
万
千
八
百
五
十
円

（
新
設
）

号
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二
十
七
万
九
千
円

十
三
万
九
千
五
百
円

第
五
項
第
三

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

（
新
設
）

号
た
だ
し
書

第
五
項
第
四

（
略
）

（
略
）

第
五
項
第
二

四
万
五
十
円

二
万
二
十
五
円

号

号

（
略
）

（
略
）

十
三
万
三
千
五
百
円

六
万
六
千
七
百
五
十
円

第
五
項
第
四

（
略
）

（
略
）

第
五
項
第
二

二
万
二
千
二
百
円

一
万
一
千
百
円

号
た
だ
し
書

号
た
だ
し
書

第
五
項
第
五

（
略
）

（
略
）

第
五
項
第
三

一
万
二
千
三
百
円

六
千
百
五
十
円

号

号

第
五
項
第
六

（
略
）

（
略
）

第
五
項
第
四

七
千
五
百
円

三
千
七
百
五
十
円

号

号

第
六
項
第
一

一
万
八
千
円

九
千
円

第
六
項
第
一

一
万
四
千
円

七
千
円

号

号

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

第
六
項
第
二

五
万
七
千
六
百
円

二
万
八
千
八
百
円

号

第
六
項
第
二

（
略
）

（
略
）

第
六
項
第
三

八
千
円

四
千
円

号

号
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（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
九
条
の
四

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
保
険
医
療
機
関

第
二
十
九
条
の
四

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
保
険
医
療
機
関

等
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関

等
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関

（
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
又
は
同

（
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
又
は
同

号
に
規
定
す
る
保
険
薬
局
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

号
に
規
定
す
る
保
険
薬
局
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

じ
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
つ
い
て
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
一
部
負
担
金
、
保
険
外

じ
。
）
に
つ
い
て
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
一
部
負
担
金
、
保
険
外

併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
三
条

併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
三
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定

場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定

し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う

し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う

。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負

。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負

担
額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規

担
額
（
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指

定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額

定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額

を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

支
払
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
及
び
組
合
は
、
第
二
十
九
条
の

支
払
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
及
び
組
合
は
、
第
二
十
九
条
の

二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
世
帯
主
又
は
組
合
員
に
対
し
支

二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
世
帯
主
又
は
組
合
員
に
対
し
支

給
す
べ
き
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額
、
保
険
外
併
用

給
す
べ
き
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額
、
保
険
外
併
用

療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
限

合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
限

度
に
お
い
て
、
当
該
世
帯
主
又
は
組
合
員
に
代
わ
り
、
当
該
保
険
医
療
機
関

度
に
お
い
て
、
当
該
世
帯
主
又
は
組
合
員
に
代
わ
り
、
当
該
保
険
医
療
機
関

等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場

三

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場

合

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ

合

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ

ま
で
に
定
め
る
額

ま
で
に
定
め
る
額
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イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

二
十
五
万
二

（
新
設
）

千
六
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万

二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二

千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円

と
す
る
。

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

（
新
設
）

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万

八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

八
万
百
円
と

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

受
け
て
い
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で

た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
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の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額

額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

。

は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

二
万
四
千
六
百
円

受
け
て
い
る
者

二
万
四
千
六
百
円

ヘ

前
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

一
万
五
千
円

受
け
て
い
る
者

一
万
五
千
円

四

第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場

四

第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場

合

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ

合

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ

ま
で
に
定
め
る
額

ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

十
二
万
六
千

（
新
設
）

三
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。
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ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

（
新
設
）

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九

千
円
）
か
ら
二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
五
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

四
万
五
十
円

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

受
け
て
い
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百

そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五

円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

円
と
す
る
。

に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
五
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

一
万
二
千
三
百
円

受
け
て
い
る
者

一
万
二
千
三
百
円

ヘ

前
条
第
五
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ニ

前
条
第
五
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

七
千
五
百
円

受
け
て
い
る
者

七
千
五
百
円
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五

第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場

五

第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場

合

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定

合

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ

め
る
額

ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
八
千
円

イ

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

前
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

五
万
七
千
六

百
円

ロ

前
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

ハ

前
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を

受
け
て
い
る
者

八
千
円

受
け
て
い
る
者

八
千
円

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
二
十
九
条
の
四
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

第
二
十
九
条
の
四
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て

五

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
及
び
そ
の
世
帯
員
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
及
び
そ
の
世
帯
員
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日

の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日

の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方

に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
場
合
又
は
市
町
村
の
条

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
場
合
又
は
市
町
村
の
条

例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
ら

例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
ら

の
者
の
い
ず
れ
か
が
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施

の
者
の
い
ず
れ
か
が
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施

行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
第
三
項
第
五
号
に
お

行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
第
三
項
第
三
号
に
お

い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
い
う
。
）

三
十
四
万
円

い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
い
う
。
）

三
十
四
万
円

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

３

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
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む
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

む
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
六
万
円

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
六
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場

（
新
設
）

合
に
お
い
て
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
第
四
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ

て
、
所
得
の
額
（
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
次
号
及

び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
場

合

二
百
十
二
万
円

三

第
四
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百
九

（
新
設
）

十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

百
四
十
一
万
円

四

第
四
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の

二

基
準
日
に
お
い
て
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場

で
あ
る
場
合

六
十
七
万
円

合
に
お
い
て
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

で
あ
る
と
き
。

六
十
七
万
円

五
・
六

（
略
）

三
・
四

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は

６

第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は

同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の

同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の

七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
対
す
る
第
一

七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
対
す
る
第
一

項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
五

項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
五

号
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
第
三
項
第
五
号
に
お
い

号
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
第
三
項
第
三
号
に
お
い

て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
」
と
あ
る
の
は
「
）
又
は
第
二
十
九
条
の
二

て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
」
と
あ
る
の
は
「
）
又
は
第
二
十
九
条
の
二

第
九
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
及
び
そ

第
九
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
及
び
そ

の
世
帯
員
並
び
に
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
同

の
世
帯
員
並
び
に
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
」
と
い

一
世
帯
所
属
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
」
と
い

う
。
）
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
次
条
第
二
項
の

う
。
）
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
次
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基

規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基

準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す

準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
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る
年
の
前
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
二
号
の
規
定

る
年
の
前
年
）
の
所
得
に
つ
い
て
第
二
十
九
条
の
七
第
五
項
第
二
号
の
規
定

を
適
用
し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所

を
適
用
し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所

得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
第
二
十

得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
第
二
十

九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は
同
項
に
規

九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は
同
項
に
規

定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の
七
月
三
十

定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の
七
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条

一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
の

給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
の

百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
の
合
算
額
が
地
方

百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
の
合
算
額
が
地
方

税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る

税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数
に
五
十
万
円
を
乗

被
保
険
者
の
数
と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数
に
五
十
万
円
を
乗

じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合
（
第
三
項
第
五
号
に
お

じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場
合
（
第
三
項
第
三
号
に
お

い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特

い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特

例
基
準
」
と
、
第
三
項
第
五
号
中
「
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
特
例
対

例
基
準
」
と
、
第
三
項
第
三
号
中
「
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
特
例
対

象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
の
場
合
」
と
す
る
。

象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
の
場
合
」
と
す
る
。
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○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
二
十
三
条
の
三
の
二

（
略
）

第
二
十
三
条
の
三
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

組
合
員
（
法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ

５

組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
法
第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か

る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
療
養
（
法
第
五
十
六
条
第
一
項

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
と
併
せ
て
行

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
と

う
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
「
外
来
療
養
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た

併
せ
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
以
下
「
外
来
療
養
」
と
い
う
。
）

場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被r

扶
養
者
が
同
一
の
月

れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
外
来
療
養
に
係
る
第
三
項
第
一
号
及
び
第

に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
外
来
療
養
に
係
る
第
三
項
第
一

二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
ご
と
に

合
算
し
た
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
そ
れ

そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
金
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
と
き
は
、

ぞ
れ
合
算
し
た
金
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
の
合

当
該
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
金
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た

算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

金
額
の
合
算
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
。

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
二
十
三
条
の
三
の
四

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定

第
二
十
三
条
の
三
の
四

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定

基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

金
額
と
す
る
。

金
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
当
該
療

養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）

養
の
あ
つ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
）

分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ

分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ

○ 地方公務員等共済組合法施行令（昭和三十七年政令第三百五十二号）（抄）（第五
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る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、

る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、

同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
二

同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
つ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
二

十
三
条
の
三
の
七
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者

十
三
条
の
三
の
七
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者

（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め

（
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
条
例
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し

る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し

、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有

、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有

し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お

あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お

い
て
要
保
護
者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を

い
て
要
保
護
者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を

い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定

い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及
び

め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額

第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

３

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四

百
円
と
す
る
。

百
円
と
す
る
。

二

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
組
合
員
又
は

そ
の
被
扶
養
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第

三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十

四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

○ 地方公務員等共済組合法施行令（昭和三十七年政令第三百五十二号）（抄）（第五
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た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

三

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

（
新
設
）

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未

満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三

条
の
三
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い

と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と

す
る
。

四

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療

二

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
又
は
第
五
十
九
条
第
二
項
第
一
号
ニ
の

養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は

規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

八
万
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項

そ
の
被
扶
養
者

八
万
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
第
一
号

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務

き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万

（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円

七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。
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五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は

療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で

療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
三
号
又

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
号
又
は

は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

六

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号

四

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
。

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
。

）
に
相
当
す
る
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者

）
に
相
当
す
る
者
又
は
療
養
の
あ
つ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
若
し
く
は
そ
の

被
扶
養
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

一
万

被
扶
養
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

一
万
五
千
円

五
千
円

４

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

４

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の

（
新
設
）

三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（

そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら

四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ

の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三

（
新
設
）

の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か

ら
二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
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（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二

第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定

第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か

が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か

ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金

ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金

額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

５

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

５

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
同
条
第
四
項

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
同
条
第
四
項

各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第

各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第

一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る

一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。
）
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

金
額
）
と
す
る
。

金
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

二

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

二

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

三

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

６

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

６

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
六
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。
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一
・
二

（
略
）

一
・
二
（
略
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
第
一
号
の
特
定
給
付

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
八
千
円
（
七
十
五

対
象
療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
四
千
円
（
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
九
千
円
）

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
円
）

７

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

７

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
七
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

二

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

療
養
で
あ
つ
て
、
入
院
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
金
額

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

（
新
設
）

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
六
千
三
百

円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲

げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
十
二
万
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八

十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（

そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円

（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万

五
十
円
）
と
す
る
。

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到

（
新
設
）
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達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
八
万
三
千
七
百
円
）

と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る

金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
七
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ハ
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十

五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ

の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（

七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六

千
五
百
円
）
と
す
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
二
十
三

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
五
十
円
）
と
、
第
二
十
三

条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特

条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
二
十
六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

が
二
十
六
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。

に
あ
つ
て
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円

）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療

す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
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養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
）
と
す
る
。

円
）
と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

ハ

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）

ヘ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
千
五
百
円
）

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

三

七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者

療
養
で
あ
つ
て
、
外
来
療
養
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到
達

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額
（
七
十

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定

五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

イ

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

第
三
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

ハ

第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

８

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
八
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

８

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
八
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金

額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）
と
す
る
。

額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

９

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

９

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
九
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
（
七
十
五
歳
到

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
）
と
す
る
。

に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

二

第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養

す
る
月
の
翌
月
以
後
に
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
療
養

を
受
け
た
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
令
第

を
受
け
た
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
療
養
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
令
第
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四
十
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に

四
十
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
疾
病
に

係
る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

係
る
療
養
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
万
円

（
略
）

（
略
）

10

10

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
三
条
の
三
の
五

組
合
員
が
同
一
の
月
に
一
の
法
第
五
十
七
条
第
一
項

第
二
十
三
条
の
三
の
五

組
合
員
が
同
一
の
月
に
一
の
法
第
五
十
七
条
第
一
項

第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の

第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の

項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
第
二
号
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第

項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
第
二
号
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第

五
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
こ
の
項

五
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
療
養

及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
療
養

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担

金
（
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当

金
（
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当

該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併

該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併

用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
五
十
七
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お

法
第
五
十
七
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用

け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用

の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下

の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（
訪
問
看
護
療

養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
五
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き

合
に
お
け
る
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き

算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を

算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が
行
わ
れ
な

い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
が
行
わ
れ
な

か
つ
た
と
き
は
、
組
合
は
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
か

か
つ
た
と
き
は
、
組
合
は
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金

ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金

の
額
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次

の
額
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除

し
た
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
第
二
号
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看

し
た
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
第
二
号
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看

護
事
業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

護
事
業
者
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

○ 地方公務員等共済組合法施行令（昭和三十七年政令第三百五十二号）（抄）（第五
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す

二

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す

る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当

（
新
設
）

該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は

、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十

四
万
百
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

（
新
設
）

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十

六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五

万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万

八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。
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ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十

定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円

六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一

に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が

、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

円
と
す
る
。

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二

万
四
千
六
百
円

万
四
千
六
百
円

ヘ

前
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

万
五
千
円

万
五
千
円

三

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す

三

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す

る
場
合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
当
該

（
新
設
）

療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養

に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は

、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

○ 地方公務員等共済組合法施行令（昭和三十七年政令第三百五十二号）（抄）（第五
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に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円

と
す
る
。

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

（
新
設
）

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

万
三
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
七
万

九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら
二
十
七
万
九

千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四

つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五

十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に

百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万

金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

二
千
二
百
円
と
す
る
。

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ハ

前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
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務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

一

万
二
千
三
百
円

万
二
千
三
百
円

ヘ

前
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

七

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

七

千
五
百
円

千
五
百
円

四

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す

四

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す

る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又

る
場
合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

は
ロ
に
定
め
る
金
額

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
八
千
円

イ

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八

千
円

千
円

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

13

13

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
二
十
三
条
の
三
の
七

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

第
二
十
三
条
の
三
の
七

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま

一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基

で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基

準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市

準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市

町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民

当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く

。
）
を
い
う
。
次
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
組
合
員
（
第
二

。
）
を
い
う
。
次
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
組
合
員
（
第
二

○ 地方公務員等共済組合法施行令（昭和三十七年政令第三百五十二号）（抄）（第五
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号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
四
万
円

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

２

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五

（
新
設
）

十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に

お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る

月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

二
百
十
二
万
円

三

第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

（
新
設
）

が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
も
の

百
四
十
一
万
円

四

第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五

が
五
十
三
万
円
未
満
の
も
の

六
十
七
万
円

十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七
万
円

五

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
（
前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る

三

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
（
前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者

者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

六

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に

四

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に

相
当
す
る
者
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十

相
当
す
る
者
（
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円

九
万
円

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）
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○

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

第
二
十
二
条
の
二

（
略
）

第
二
十
二
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

４

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
第
一
号
被
保
険
者
が
当
該
介
護
給

二

介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
第
一
号
被
保
険
者
が
当
該
介
護
給

付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
介
護
給
付
対
象
サ

付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
介
護
給
付
対
象
サ

ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ

ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の

て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の

規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
二
十
二
条
の
三
第
六
項
第
三

規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
二
十
二
条
の
三
第
六
項
第
三

号
ヘ
並
び
に
第
七
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ヘ
並
び
に
附
則
第
二
十
一
条

号
ニ
並
び
に
第
七
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ニ
並
び
に
附
則
第
二
十
一
条

第
一
項
第
三
号
イ
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
を
除
き
、
以
下
同

第
一
項
第
三
号
イ
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
を
除
き
、
以
下
同

じ
。
）
を
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

じ
。
）
を
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
で
あ
る
場
合

よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
で
あ
る
場
合

三

（
略
）

三

（
略
）

（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）

（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）

第
二
十
二
条
の
三

（
略
）

第
二
十
二
条
の
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
医
療
合
算
算
定

６

第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
医
療
合
算
算
定

基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
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一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

基
準
日
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ

三

基
準
日
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に

か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

定
め
る
額

定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

イ

ロ
か
ら
ニ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

（
新
設
）

法
律
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
ハ
及
び

ニ
に
お
い
て
「
第
二
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額

（
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
六
百
九
十
万
円
以
上
で
あ
る
も
の

二
百
十
二
万
円

ハ

第
二
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百

（
新
設
）

九
十
万
円
未
満
で
あ
る
も
の

百
四
十
一
万
円

ニ

第
二
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
で
あ

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

る
も
の

六
十
七
万
円

法
律
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七

万
円

ホ

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

ハ

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
施
行
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税

律
施
行
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税

者
を
い
う
。
）
（
ヘ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

者
を
い
う
。
）
（
ニ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

ヘ

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い

ニ

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い

て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び

て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び

全
て
の
世
帯
員
が
当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税

全
て
の
世
帯
員
が
当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
。
次
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ヘ
並
び
に
附
則
第
二
十
一
条
第
一

含
む
。
次
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ニ
並
び
に
附
則
第
二
十
一
条
第
一

項
第
三
号
イ
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）

項
第
三
号
イ
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
「
各
種
所
得
の
金
額
」
を

行
令
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
各
種
所
得
の
金
額
」
を
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い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る

れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の

二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定

そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定

す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第

す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第

四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十

四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十

三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十

三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十

四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項

四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項

、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た

に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た

金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡

金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡

所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は

所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十

第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十

四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の

四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額

を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規

を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規

定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十

定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十

五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後

五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後

の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二

の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項

の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附

則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等

則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等

の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が

の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
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対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条

和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条

第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第

に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第

十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に

む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に

伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規

定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約

定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約

適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
な
い
者

十
九
万
円
（

適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
な
い
者

十
九
万
円
（

計
算
期
間
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
及
び
当
該
基
準
日
被
保

計
算
期
間
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
及
び
当
該
基
準
日
被
保

険
者
の
合
算
対
象
者
の
う
ち
複
数
の
者
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

険
者
の
合
算
対
象
者
の
う
ち
複
数
の
者
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

っ
た
間
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場

っ
た
間
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
万
円
と
す
る
。
）

合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
万
円
と
す
る
。
）

７

第
三
項
（
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
七
十
歳
以
上

７

第
三
項
（
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
七
十
歳
以
上

医
療
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分

医
療
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

基
準
日
に
お
い
て
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

一

基
準
日
に
お
い
て
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

る
者

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

る
者

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国

家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お

家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に

よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
健
康

よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
健
康

保
険
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
、
船
員
保
険
法
第
五
十
五
条
第
一

保
険
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
、
船
員
保
険
法
第
五
十
五
条
第
一

項
第
三
号
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
（

項
第
三
号
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
（

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
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用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
五
十
七

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
五
十
七

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
（

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又

ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
基

は
そ
の
被
扶
養
者

六
十
七
万
円

準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
等
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の
又

は
そ
の
被
扶
養
者

二
百
十
二
万
円

ハ

第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額

（
新
設
）

等
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
も
の
又
は
そ
の
被
扶
養
者

百
四
十
一
万
円

ニ

第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額

（
新
設
）

等
が
五
十
三
万
円
未
満
の
も
の
又
は
そ
の
被
扶
養
者

六
十
七
万
円

ホ

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の

ハ

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の

被
扶
養
者
（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十

被
扶
養
者
（
ロ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

一
万
円

ヘ

被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生

ニ

被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が

労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が

当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る

当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る

市
町
村
民
税
に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
及
び
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計

市
町
村
民
税
に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
及
び
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計

算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被

算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被

扶
養
者
（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円
（
計

扶
養
者
（
ロ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円
（
計
算
期
間
に
お

算
期
間
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
又
は
当
該
基
準
日
被
保
険

い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
又
は
当
該
基
準
日
被
保
険
者
の
合
算
対

者
の
合
算
対
象
者
の
う
ち
複
数
の
者
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

象
者
の
う
ち
複
数
の
者
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
居
宅

た
間
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場
合

サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は

に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
万
円
と
す
る
。
）

、
三
十
一
万
円
と
す
る
。
）

二

基
準
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ
か
ら

二

基
準
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ
か
ら

ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
六
万
円

イ

ロ
か
ら
ニ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
六
万
円

ロ

基
準
日
に
お
い
て
当
該
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
（

（
新
設
）

国
民
健
康
保
険
法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
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し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
第
四
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
（
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
ハ
及

び
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き

。

二
百
十
二
万
円

ハ

第
四
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百

（
新
設
）

九
十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
と
き
。

百
四
十
一
万
円

ニ

第
四
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も

ロ

基
準
日
に
お
い
て
当
該
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
（

の
で
あ
る
と
き
。

六
十
七
万
円

国
民
健
康
保
険
法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と

し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
。

六
十
七
万
円

ホ

市
町
村
民
税
国
保
世
帯
非
課
税
の
場
合
（
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

ハ

市
町
村
民
税
国
保
世
帯
非
課
税
の
場
合
（
ニ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

。
）

三
十
一
万
円

。
）

三
十
一
万
円

ヘ

（
略
）

ニ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

８
～

８
～

10

10



- 88 -

○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
令
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

第
二
十
二
条
の
二

（
略
）

第
二
十
二
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

４

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
第
一
号
被
保
険
者
が
当
該
介
護
給

二

介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
第
一
号
被
保
険
者
が
当
該
介
護
給

付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
介
護
給
付
対
象
サ

付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
介
護
給
付
対
象
サ

ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ

ー
ビ
ス
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の

て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の

規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
二
十
二
条
の
三
第
六
項
第
三

規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
二
十
二
条
の
三
第
六
項
第
三

号
ヘ
並
び
に
第
七
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ヘ
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第

号
ニ
並
び
に
第
七
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ニ
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第

一
項
第
三
号
イ
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市

一
項
第
三
号
イ
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た

者
で
あ
る
場
合

者
で
あ
る
場
合

三

（
略
）

三

（
略
）

（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）

（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）

第
二
十
二
条
の
三

（
略
）

第
二
十
二
条
の
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
医
療
合
算
算
定

６

第
二
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
医
療
合
算
算
定

基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
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ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

基
準
日
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ

三

基
準
日
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に

か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

定
め
る
額

定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

イ

ロ
か
ら
ニ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

（
新
設
）

法
律
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
ハ
及
び

ニ
に
お
い
て
「
第
二
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額

（
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
六
百
九
十
万
円
以
上
で
あ
る
も
の

二
百
十
二
万
円

ハ

第
二
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百

（
新
設
）

九
十
万
円
未
満
で
あ
る
も
の

百
四
十
一
万
円

ニ

第
二
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
で
あ

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

る
も
の

六
十
七
万
円

法
律
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七

万
円

ホ

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

ハ

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
施
行
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税

律
施
行
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税

者
を
い
う
。
）
（
ヘ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

者
を
い
う
。
）
（
ニ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

ヘ

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い

ニ

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い

て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び

て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び

全
て
の
世
帯
員
が
当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税

全
て
の
世
帯
員
が
当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
。
次
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ヘ
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項

含
む
。
次
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ニ
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項

第
三
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
（
高
齢
者
の

第
三
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
（
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
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す
る
「
各
種
所
得
の
金
額
」
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び

す
る
「
各
種
所
得
の
金
額
」
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び

他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十

他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十

三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金

三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金

額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規

額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第

定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第

三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金

三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金

額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金

額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金

額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三

第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に

十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に

よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か

よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か

ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条

ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条

第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三

第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三

十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三

十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三

十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一

十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一

項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規

項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所

定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所

得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則

得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則

第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が

等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の

二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三

（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又
は
第
三
十
五
条
の
三

第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す

の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す

る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四

る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四

の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額

の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
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）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の

）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の

非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第

非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第

八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い

八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、

同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項

同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等

の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方

の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方

税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）

税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）

第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同

第
三
条
の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同

条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ

条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
が
な
い
者

十
九
万
円
（
計
算
期
間
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被

。
）
が
な
い
者

十
九
万
円
（
計
算
期
間
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被

保
険
者
及
び
当
該
基
準
日
被
保
険
者
の
合
算
対
象
者
の
う
ち
複
数
の
者

保
険
者
及
び
当
該
基
準
日
被
保
険
者
の
合
算
対
象
者
の
う
ち
複
数
の
者

が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護

が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
万
円
と
す
る

予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
万
円
と
す
る

。
）

。
）

７

第
三
項
（
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
七
十
歳
以
上

７

第
三
項
（
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
七
十
歳
以
上

医
療
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分

医
療
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
日
被
保
険
者
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

基
準
日
に
お
い
て
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

一

基
準
日
に
お
い
て
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

る
者

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

る
者

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国

ロ

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
（
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国

家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お

家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に

よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
健
康

よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
健
康

保
険
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
、
船
員
保
険
法
第
五
十
五
条
第
一

保
険
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
、
船
員
保
険
法
第
五
十
五
条
第
一

項
第
三
号
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
（

項
第
三
号
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
（
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○ 健康保険法等の一部を改正する法律（平成十八年法律第八十三号）附則第百三十条

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
五
十
七

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
五
十
七

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
（

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又

ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
基

は
そ
の
被
扶
養
者

六
十
七
万
円

準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
等
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の
又

は
そ
の
被
扶
養
者

二
百
十
二
万
円

ハ

第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額

（
新
設
）

等
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
も
の
又
は
そ
の
被
扶
養
者

百
四
十
一
万
円

ニ

第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額

（
新
設
）

等
が
五
十
三
万
円
未
満
の
も
の
又
は
そ
の
被
扶
養
者

六
十
七
万
円

ホ

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の

ハ

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の

被
扶
養
者
（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十

被
扶
養
者
（
ロ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三
十
一
万
円

一
万
円

ヘ

被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生

ニ

被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が

労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
者
の
全
て
が

当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る

当
該
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る

市
町
村
民
税
に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
及
び
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計

市
町
村
民
税
に
係
る
各
種
所
得
の
金
額
及
び
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計

算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被

算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
用
者
保
険
被
保
険
者
等
又
は
そ
の
被

扶
養
者
（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円
（
計

扶
養
者
（
ロ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
九
万
円
（
計
算
期
間
に
お

算
期
間
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
又
は
当
該
基
準
日
被
保
険

い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
又
は
当
該
基
準
日
被
保
険
者
の
合
算
対

者
の
合
算
対
象
者
の
う
ち
複
数
の
者
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

象
者
の
う
ち
複
数
の
者
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
居
宅

た
間
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場
合

サ
ー
ビ
ス
等
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は

に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
万
円
と
す
る
。
）

、
三
十
一
万
円
と
す
る
。
）

二

基
準
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ
か
ら

二

基
準
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
者

次
の
イ
か
ら

ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
六
万
円

イ

ロ
か
ら
ニ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
六
万
円

ロ

基
準
日
に
お
い
て
当
該
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
（

（
新
設
）
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国
民
健
康
保
険
法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と

し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
第
四
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
（
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
ハ
及

び
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き

。

二
百
十
二
万
円

ハ

第
四
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百

（
新
設
）

九
十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
と
き
。

百
四
十
一
万
円

ニ

第
四
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も

ロ

基
準
日
に
お
い
て
当
該
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
（

の
で
あ
る
と
き
。

六
十
七
万
円

国
民
健
康
保
険
法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
と

し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
。

六
十
七
万
円

ホ

市
町
村
民
税
国
保
世
帯
非
課
税
の
場
合
（
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

ハ

市
町
村
民
税
国
保
世
帯
非
課
税
の
場
合
（
ニ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

。
）

三
十
一
万
円

。
）

三
十
一
万
円

ヘ

（
略
）

ニ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

10

10
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○ 高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成十九年政令第三百十八号）（抄）（

○

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
一
部
負
担
金
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

（
一
部
負
担
金
に
係
る
所
得
の
額
の
算
定
方
法
等
）

第
七
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
額
の
算
定
は

第
七
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
額
の
算
定
は

、
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
給
付

、
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
給
付

を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前

を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前

々
年
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
得
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し

々
年
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
所
得
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し

、
そ
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属

、
そ
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
療
養
の
給
付
を
受
け
る
日
の
属

す
る
年
の
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
世
帯
主
で
あ
っ
て
、
同

す
る
年
の
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
世
帯
主
で
あ
っ
て
、
同

日
現
在
に
お
い
て
当
該
世
帯
主
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
年
齢
十
九
歳
未
満

日
現
在
に
お
い
て
当
該
世
帯
主
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
年
齢
十
九
歳
未
満

の
者
で
同
年
の
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

の
者
で
同
年
の
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金

二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金

額
を
い
う
。
）
が
三
十
八
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
（
第
二
号
に
お
い
て
「
控

額
を
い
う
。
）
が
三
十
八
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
（
第
二
号
に
お
い
て
「
控

除
対
象
者
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る

除
対
象
者
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る

額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
）
と
す
る
。

額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
）
と
す
る
。

一

当
該
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
地
方

一

当
該
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
。
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
に

含
む
。
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

れ
る
所
得
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の

六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適

六
第
十
一
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適

用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地

用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地

等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定

等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
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す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四

第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四

条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第

条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第

三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定

三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十

の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を

控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短

控
除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短

期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し

期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三

く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三

十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の

十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
三
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控

条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控

除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る

除
し
た
金
額
）
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る

一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三

一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三

第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、

第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、

同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係

同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係

る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又

る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
十
五
項
又

は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

は
第
三
十
五
条
の
三
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第

る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第

四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三

四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
（
同
法
附
則
第
三

十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用

十
五
条
の
四
の
二
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用

後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得

後
の
金
額
）
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得

税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号

税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号

）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お

）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法

。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法

第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租

む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
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税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例

税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
。
第
十
八
条
第
四

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
。
第
十
八
条
第
四

項
第
一
号
に
お
い
て
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条

項
第
一
号
に
お
い
て
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条

の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二

の
二
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二

項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
項
第
六

項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
項
第
四

号
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及

号
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
及

び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
か
ら
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条

び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
か
ら
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条

の
二
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
後
の
金
額

の
二
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
後
の
金
額

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

高
額
療
養
費
は
、
被
保
険
者
（
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が

３

高
額
療
養
費
は
、
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
外
来
療
養
（
法
第
六

適
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
が
同
一
の
月
に
受
け
た
外
来
療
養

十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項
第
五
号
に

（
法
第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
療
養
（
同
項

掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
、
第
十
五
条
第
四
項

第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
、
第
十
五

第
二
号
並
び
に
第
五
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
次

条
第
四
項
第
二
号
並
び
に
第
五
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に

に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え

支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
当
該
合
算
し
た
額
か
ら
高
額
療
養
費
算

る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
当
該
合
算
し
た
額
か
ら
高
額

定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

７

被
保
険
者
が
、
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

７

被
保
険
者
が
、
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の
あ
っ

主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
度
（
療
養
の
あ
っ

た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税

た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む

法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
む
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も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除

も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除

く
。
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町

く
。
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を

村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を

含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地

含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地

に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に

に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
り
、
か
つ
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
り
、
か
つ
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
く
老

正
前
の
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
く
老

齢
福
祉
年
金
（
そ
の
全
額
に
つ
き
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。

齢
福
祉
年
金
（
そ
の
全
額
に
つ
き
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。

第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
老
齢
福
祉
年
金
」
と
い
う
。
）
の
受
給

第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
老
齢
福
祉
年
金
」
と
い
う
。
）
の
受
給

権
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た

権
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た

療
養
に
係
る
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準

療
養
に
係
る
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
を
控
除
し
た
額
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
支

額
を
控
除
し
た
額
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
べ
き
高
額
療
養
費
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
対

給
さ
れ
る
べ
き
高
額
療
養
費
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

し
て
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除

該
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除

し
た
額
と
す
る
。

し
た
額
と
す
る
。

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

（
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
）

第
十
五
条

第
十
四
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

第
十
五
条

第
十
四
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。

た
だ
し
、
そ
の
者
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
属
す
る
世
帯
の
被
保
険
者
に
対

た
だ
し
、
そ
の
者
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
属
す
る
世
帯
の
被
保
険
者
に
対

し
、
当
該
療
養
の
あ
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
既
に
高
額
療
養
費
（

し
、
当
該
療
養
の
あ
っ
た
月
以
前
の
十
二
月
以
内
に
既
に
高
額
療
養
費
（

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
（
同
条
第
七
項
の
規

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
（
同
条
第
七
項
の
規

定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
が
支
給
さ

定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
が
支
給
さ

れ
て
い
る
月
数
が
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
以
下
「
高
額
療
養
費
多
数
回
該

れ
て
い
る
月
数
が
三
月
以
上
あ
る
場
合
（
以
下
「
高
額
療
養
費
多
数
回
該
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当
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

当
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

二

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同

（
新
設
）

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の

二
十
五
万
二

千
六
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は

、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

三

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同

（
新
設
）

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百
九
十
万
円
未
満
の

も
の

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十

五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す

る
。

四

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同

二

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

八
万
百
円

号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の

八
万
百
円
と

と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
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該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い

い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額

と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

五

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全

三

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全

て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
（
生
活
保
護
法
（

て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保
護
者
（
生
活
保
護
法
（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保

護
者
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働

護
者
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
（
前
三
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
（
前
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除

除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

六

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月

四

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月

の
属
す
る
年
度
（
療
養
の
あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ

の
属
す
る
年
度
（
療
養
の
あ
っ
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る

っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る

同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金

同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金

額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項

額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項

第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項

第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項

に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四

に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四

項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合

項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合

計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「

計
額
が
七
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
七
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「

八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
総
所
得
金
額
と

八
十
万
円
」
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
総
所
得
金
額
と

す
る
。
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
他
の

す
る
。
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
他
の

所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
者
又
は
そ
の
属
す
る

所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
者
又
は
そ
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保

世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
療
養
の
あ
っ
た
月
に
お
い
て
要
保

護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者

護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者

一
万
五
千
円

一
万
五
千
円
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２

第
十
四
条
第
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

２

第
十
四
条
第
二
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二

（
新
設
）

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万

千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七

万
五
十
円
と
す
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項

（
新
設
）

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万

九
千
円
）
か
ら
二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は

、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
一

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千

額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千

五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
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て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額

）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

３

第
十
四
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

３

第
十
四
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

二

第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

三

第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

４

第
十
四
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

４

第
十
四
条
第
四
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
二
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

乗
じ
て
得
た
額
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
八
千
円

二

外
来
療
養
で
あ
る
場
合

一
万
四
千
円

５

第
十
四
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

５

第
十
四
条
第
五
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

入
院
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
を
除
く
。
）
で
あ
る
場

一

入
院
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
を
除
く
。
）
で
あ
る
場

合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
十
四

（
新
設
）

条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
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対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十

四
万
二
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四

万
二
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額

。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

ハ

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条

（
新
設
）

第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五

万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万

八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第

一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円

病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を

に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を

控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
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と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
（
第
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
場
合

ハ

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
第
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
場
合

に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

二
万
四
千
六
百
円

ヘ

第
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
者
又
は
第
一
項
第

ニ

第
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
者
又
は
第
一
項
第

六
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円

四
号
に
掲
げ
る
者

一
万
五
千
円

二

入
院
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
限
る
。
）
で
あ
る
場

二

入
院
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
限
る
。
）
で
あ
る
場

合

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
十
四
条

（
新
設
）

第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二

万
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し

、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

ハ

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
十
四
条
第

（
新
設
）

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
七
万

九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
七
万
九
千
円
）
か
ら
二
十
七
万
九

千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
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未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項

第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養

第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五

百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千

百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千

五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

ハ

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

一
万
二
千
三
百
円

ヘ

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

七
千
五
百
円

三

外
来
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
を
除
く
。
）
で
あ
る
場

三

外
来
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
を
除
く
。
）
で
あ
る
場

合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ

合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

に
定
め
る
額

ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
八
千
円

イ

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

ハ

第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

四

外
来
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
限
る
。
）
で
あ
る
場

四

外
来
療
養
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
限
る
。
）
で
あ
る
場

合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ

合

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か

に
定
め
る
額

ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

九
千
円

イ

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

七
千
円
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（
削
る
）

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
八
千
八
百
円

ロ

第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者

四
千
円

ハ

第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者

四
千
円

６
～
８

（
略
）

６
～
８

（
略
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

（
そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
十
六
条

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
保
険
医
療
機
関
等
（
法

第
十
六
条

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
保
険
医
療
機
関
等
（
法

第
五
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

第
五
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

「
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

一
部
負
担
金
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給

一
部
負
担
金
、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給

に
つ
き
法
第
七
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
五
項

に
つ
き
法
第
七
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
四
条
第
五
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に

係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額

係
る
療
養
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の
額

を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（

を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
（

訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
法
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
七
十
四
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問

る
法
第
七
十
四
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
訪
問

看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か

看
護
療
養
費
の
支
給
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か

ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

ら
当
該
訪
問
看
護
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
十

支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
十

四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
対
し
支
給

四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
に
対
し
支
給

す
べ
き
高
額
療
養
費
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も

す
べ
き
高
額
療
養
費
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
算
定
し
た
も

の
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額

の
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
の
額

、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各

、
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
又
は
訪
問
看
護
療
養
費
負
担
額
か
ら
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額

の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
に
代
わ
り
、
当
該
医
療
機
関
等
に
支
払

の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
に
代
わ
り
、
当
該
医
療
機
関
等
に
支
払

う
も
の
と
す
る
。

う
も
の
と
す
る
。

一

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次

一

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次

の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま

の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
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で
に
定
め
る
額

で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
万
七
千
六
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
当

（
新
設
）

該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
八
十
四
万
二
千
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
八
十
四
万
二
千
円
）
か
ら
八
十
四
万
二
千
円
を
控
除
し
た

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

ハ

前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

（
新
設
）

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
五
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五

十
五
万
八
千
円
）
か
ら
五
十
五
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に

切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
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額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
四
千
六
百
円

認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
四
千
六
百
円

ヘ

前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

一
万
五
千
円

認
定
を
受
け
て
い
る
者

一
万
五
千
円

二

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次

二

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次

の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま

の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま

で
に
定
め
る
額

で
に
定
め
る
額

イ

ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

イ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
万
八
千
八
百
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

ロ

前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
当
該

（
新
設
）

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
二
万
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
四
十
二
万
千
円
）
か
ら
四
十
二
万
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。
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ハ

前
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

（
新
設
）

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
三
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
七
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十

七
万
九
千
円
）
か
ら
二
十
七
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ニ

前
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ロ

前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に

認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

は
、
十
三
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額

の
額
（
そ
の
額
が
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
三
万

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

三
千
五
百
円
）
か
ら
十
三
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

一
万
二
千
三
百
円

認
定
を
受
け
て
い
る
者

一
万
二
千
三
百
円

ヘ

前
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ニ

前
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

七
千
五
百
円

認
定
を
受
け
て
い
る
者

七
千
五
百
円



- 109 -

三

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次

三

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合

次

の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め

の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま

る
額

で
に
定
め
る
額

イ

ロ
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
八
千
円

イ

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

一
万
四
千
円

（
削
る
）

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

五
万
七
千
六
百
円

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

四

（
略
）

四

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
）

第
十
六
条
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
十
六
条
の
三

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

む
。
）
の
介
護
合
算
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
六
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
六

（
新
設
）

十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に

お
い
て
「
第
二
号
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
（
同
項

第
二
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
六
百
九
十
万
円
以
上
で
あ
る
も
の

二
百
十
二
万
円

三

第
二
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百
九

（
新
設
）

十
万
円
未
満
で
あ
る
も
の

百
四
十
一
万
円

四

第
二
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、
所
得
の
額
が
三
百
八
十
万
円
未
満
で
あ
る

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
六

も
の

六
十
七
万
円

十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者

六
十
七
万
円

五
・
六

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
短
期
給
付
に
係
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
準
用
）

（
短
期
給
付
に
係
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
準
用
）

第
六
条

法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
家
公

第
六
条

法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
家
公

務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
一
条

務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
一
条

の
三
の
二
、
第
十
一
条
の
三
の
三
、
第
十
一
条
の
三
の
四
（
第
一
項
第
二
号

の
三
の
二
、
第
十
一
条
の
三
の
三
、
第
十
一
条
の
三
の
四
（
第
一
項
第
二
号

、
第
四
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
、
第
三
項
並
び

、
第
四
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
、
第
三
項
並
び

に
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
五
、
第
十
一
条
の
三
の
六
（
第

に
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
五
、
第
十
一
条
の
三
の
六
（
第

十
三
項
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第

十
三
項
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第

四
号
並
び
に
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
（
第
四
項
を

四
号
並
び
に
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
（
第
四
項
を

除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
の

除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
の

三
の
七
か
ら
第
十
一
条
の
三
の
九
ま
で
、
第
十
一
条
の
四
、
附
則
第
三
十
四

三
の
七
か
ら
第
十
一
条
の
三
の
九
ま
で
、
第
十
一
条
の
四
、
附
則
第
三
十
四

条
の
三
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

条
の
三
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
令
第
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
令
第
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条

の
三
の
三
第
一
項
第
二
号
、
第
四
項
各
号
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十
一

の
三
の
三
第
一
項
第
二
号
、
第
四
項
各
号
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十
一

条
の
三
の
四
、
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
六
号
及
び

条
の
三
の
四
、
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
四
号
及
び

第
九
項
、
第
十
一
条
の
三
の
六
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
、
第
十
一
条
の

第
九
項
、
第
十
一
条
の
三
の
六
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
、
第
十
一
条
の

三
の
六
の
二
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
第
一
項
第
五
号
、
第
二
項
第
六
号

三
の
六
の
二
、
第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
第
一
項
第
五
号
、
第
二
項
第
四
号

、
第
三
項
、
第
五
項
の
表
及
び
第
六
項
、
第
十
一
条
の
三
の
八
の
二
第
一
号

、
第
三
項
、
第
五
項
の
表
及
び
第
六
項
、
第
十
一
条
の
三
の
八
の
二
第
一
号

、
第
十
一
条
の
三
の
九
、
附
則
第
三
十
四
条
の
三
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条

、
第
十
一
条
の
三
の
九
、
附
則
第
三
十
四
条
の
三
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条

の
四
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
」
と
、
「

の
四
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
」
と
、
「

財
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
「
法
」
と
あ
る
の
は
「

財
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
」
と
、
「
法
」
と
あ
る
の
は
「

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
」
と
、
「
組

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
」
と
、
「
組

合
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
団
」
と
、
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「

合
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
団
」
と
、
「
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「

標
準
報
酬
月
額
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の

標
準
報
酬
月
額
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
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規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
十
一
条
の
三
の
五

（
略
）

（
略
）

第
十
一
条
の
三
の
五

財
務
省
令

文
科
省
令

第
三
項
第
六
号

第
三
項
第
四
号

（
略
）

（
略
）

組
合
員

加
入
者

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○ 健康保険法施行令等の一部を改正する政令（平成二十八年政令第四百号）（抄）（

○

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
四
百
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
三
項
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に

第
二
条

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
三
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に

限
り
、
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

限
り
、
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
療
養
の
あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
九
年
八
月
以
後
の

を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
療
養
の
あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
九
年
八
月
以
後
の

場
合
に
お
け
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び

場
合
に
お
け
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び

同
令
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
四

同
令
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
四

十
三
条
の
四
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み

十
三
条
の
四
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み

な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の

な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の

属
す
る
月
が
同
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（

属
す
る
月
が
同
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
七
十
歳

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
七
十
歳

以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
療
養
の
あ
っ
た
月
が
同
年

以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
療
養
の
あ
っ
た
月
が
同
年

七
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び
基
準
日
の

七
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び
基
準
日
の

属
す
る
月
が
同
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定

属
す
る
月
が
同
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定

基
準
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

基
準
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

船
員
保
険
法
施
行
令
第
九
条
第
三
項
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る

第
三
条

船
員
保
険
法
施
行
令
第
九
条
第
三
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
の
規
定
は
、
療
養
の
あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
九
年
八
月
以
後
の
場
合
に

。
）
の
規
定
は
、
療
養
の
あ
っ
た
月
が
平
成
二
十
九
年
八
月
以
後
の
場
合
に

お
け
る
船
員
保
険
法
施
行
令
第
八
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及

お
け
る
船
員
保
険
法
施
行
令
第
八
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及

び
同
令
第
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
十
三

び
同
令
第
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
以
下
こ
の
条

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
以
下
こ
の
条



- 113 -

○ 健康保険法施行令等の一部を改正する政令（平成二十八年政令第四百号）（抄）（

に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
が
同
月
以
後
の
場
合
に
お

に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
が
同
月
以
後
の
場
合
に
お

け
る
同
令
第
十
一
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

け
る
同
令
第
十
一
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
療
養
の

く
。
）
の
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
療
養
の

あ
っ
た
月
が
同
年
七
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
高
額
療
養
費
算
定
基
準

あ
っ
た
月
が
同
年
七
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
が
同
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
七
十
歳
以

額
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
が
同
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
七
十
歳
以

上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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